
資
産
の
部
で
は
、
有
形
固
定
資
産（
土
地
、
建

物
、
機
械
装
置
、
備
品
な
ど
）は
前
年
度
の
残
高

に
１９
年
度
中
に
取
得
し
た
資
産
を
加
え
る
一
方
、

１９
年
度
中
の
減
価
償
却
分
を
減
じ
て
い
ま
す
。

そ
の
結
果
、
道
路
、
市
営
住
宅
、
公
園
な
ど
の

生
活
イ
ン
フ
ラ
が
最
も
多
く
、
次
い
で
学
校
、

社
会
教
育
施
設
な
ど
の
教
育
と
な
っ
て
い
ま
す
。

有
形
固
定
資
産
の
合
計
額
は
、
平
成
１８
年
度
末

で
は
１
３
３
７
億
４
千
万
円
で
し
た
が
、
平
成

１９
年
度
末
に
は
１
３
２
６
億
２
千
万
円
で
約
１１

億
円
減
少
し
ま
し
た
。

次
に
、
投
資
等
の
額
は
、
３
億
１
千
万
円
増

加
し
８６
億
９
千
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は

下
水
道
事
業
会
計
へ
の
出
資
金
の
増
な
ど
の
た

め
で
す
。

流
動
資
産
は
、
約
７
千
万
円
減
少
し
１８
億
３

千
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
主
に
歳
計
現

金
約
１
億
５
千
万
円
が
減
少
し
た
た
め
で
す
。

一
方
、
負
債
の
部
で
は
、
固
定
負
債
の
内
、

市
債
の
残
高
は
８
億
円
減
っ
て
、
１９
年
度
末
で

は
３
５
７
億
６
千
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

資
産
の
合
計
額
１
４
３
８
億
３
千
万
円
か
ら

負
債
の
合
計
額
５
９
２
億
２
千
万
円
を
引
い
た

純
資
産
合
計
は
８
４
６
億
１
千
万
円
で
前
年
度

よ
り
１７
億
５
千
万
円（
２
・
１
％
）増
加
し
、
こ

れ
は
固
定
負
債
が
減
少
し
た
た
め
で
す
。

作
成
方
式
の
変
更

平
成
１９
年
度
の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
作
成

方
法
が
、
変
更
に
な
っ
た
こ
と
に
伴
い
、

耐
用
年
数
が
一
部
延
長
さ
れ
た
た
め
、
有

形
固
定
資
産
の
残
高
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
前
年
度
比
較
も
、
変
更
後
の
基
準

で
比
較
し
て
い
ま
す
。

バランスシートは、市の財産、市債などの債務の状況や償還
能力を明らかにします。バランスシートを見ることで、市にど
のような財産がどのくらいあるのか、どのような負担がどれく
らいあるのかを対比し、財産と負担が分かります。

平成１９年度末
の市債残高
（翌年度償還
分を除く）

平成１９年度末
に全職員が退
職した場合の
手当の試算額

翌年度の償還
元金

公共資産を取
得するために
使った国や県
からのお金

公共資産を取
得するために
使われた市税
など

公共資産を取
得する目的以
外に使われた
市税など

［純資産の部］これまでの世代で負担した分

［負債の部］これから負担する分

１．固定負債

�地方債 ３５７億６千万円
�長期未払金 １０１億３千万円
○１物件の購入等 ０円
○２債務保証または損失補償 ０円
○３その他 １０１億３千万円
�退職手当引当金 ７７億５千万円
�損失補償等引当金 ０円

固定負債合計 ５３６億４千万円

２．流動負債

�翌年度償還予定地方債 ３８億６千万円
�短期借入金 ０円
（翌年度繰上充用金）

�未払金 １３億２千万円
�翌年度支払予定退職手当 ０円

�賞与引当金 ４億円

流動負債合計 ５５億８千万円

負債合計 ５９２億２千万円

１．公共資産等整備国県補助金等 ２６３億１千万円

２．公共資産等整備一般財源等 ８６７億４千万円

３．その他一般財源等 －２８９億５千万円

４．資産評価差額 ５億１千万円

純資産合計 ８４６億１千万円

負債・純資産合計 １，４３８億３千万円

資金の調達の内容

貸 方

普通会計バランスシート
（平成１９年度末現在）

１．公共資産
�有形固定資産 （構成比）

○１生活インフラ・国土保全 ６２０億１千万円（４７％）
○２教育 ３２８億８千万円（２５％）
○３福祉 ８９億６千万円（６％）
○４環境衛生 ３９億１千万円（３％）
○５産業振興 １６８億９千万円（１２％）
○６消防 ８億２千万円（１％）
○７総務 ７１億５千万円（５％）
有形固定資産計 １，３２６億２千万円（９９％）
�売却可能資産 ６億９千万円（１％）
公共資産合計 １，３３３億１千万円

２．投資等
�投資及び出資金
○１投資及び出資金 ２７億２千万円
○２投資損失引当金 －１億７千万円
投資及び出資金計 ２５億５千万円
�貸付金 ４億７千万円
�基金等
○１退職手当目的基金 ０円
○２その他特定目的基金 ３９億２千万円
○３土地開発基金 １０億２千万円
○４その他定額運用基金 １千万円
○５退職手当組合積立金 ４億２千万円
基金等計 ５３億７千万円
�長期延滞債権 ５億２千万円
�回収不能見込額 －２億２千万円
投資等合計 ８６億９千万円

３．流動資産
�現金・預金
○１財政調整基金 ５億５千万円
○２減債基金 ３億１千万円
○３歳計現金 ８億６千万円
現金預金計 １７億２千万円
�未収金
○１市税 １億７千万円
○２その他 １千万円
○３回収不能見込額 －７千万円
未収金計 １億１千万円
流動資産合計 １８億３千万円

［資産の部］将来に引き継ぐ財産

資産合計 １，４３８億３千万円

資金の使い道の内容

借 方

広報大館２００８．１２

道路、公園、
市営住宅等

小中学校、給
食センター等

保育所、北部
老人福祉総合
エリア等

墓園等

農林道等

防火水槽等

市庁舎等

水道、下水道
事業会計への
出資金等

地域総合整備
資金等

教育施設基金
等

特別導入貸付
牛購入基金

退職手当組合
積立金のうち
大館市の持分
相当額

貸付金等のう
ち、回収不能と
なることが見
込まれる金額

市債の償還の
ための積立金

前年度からの
繰り越し現金

�

特
集

市
の
財
政
状
況


